
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

一 ノ ー　トー Natural　Medicines　51（5）J
　467−470 （1997）

SHRSP の 脳卒中 に 対す る シ イタケー
フ ラ ク トオ 1丿ゴ糖

　　　　　　　　　　混合物 （SK −204）の 作用
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　The 　effect 　of　a　mixture （SK ・204）of 　wet −heated　dried　shiitake 　mushro   m （Lentinus　edodes ）and

fructo−01igosaccharide （7 ：3） on 　the　stroke 　was 　studied 　by　assaying 　its　 effect 　on　the　platelet　 and

fibrinogen　levels　in　 stroke −prone　spontaneously 　hypertensive　rats （SHRSP ）．Administration　 of 　SK −

204for　 10　 weeks 　suppressed 　the　bleeding　 and 　 significantly 　inhibjted　the　decreasing　 of 　plate主et，
which 　were 　observed 　in　the　control　SHRSP 　rats ．　These　results 　suggested 　that　SK ．204　may 　suppress

‘）rcure 　 of 　early 　 stage 　 of　 and 　mild 　incidence　 of 　 stroke ，　because　the　number 　 Qf　platelet　 may 　be
useful 　for　preventing 　the　development　of　stroke 　before　the　onset 　of　its　clinfcal 　symptoms ．

　Keywords 　　Shiitake（Lentinits　edodes ）；stroke −prone 　spontaneously 　hypertensive　rat （SHRSP ）；

number 　of 　platelet ；preventive 　effect

　 シ イタケ （Lentinus’　edodes ）は 本草綱 目に ，「気を益 し，

飢 ゑ ず．風を治 し，血 を破 る．」（呉瑞 ）
1）との 記 載 が あ り，

古 来か ら健康維 持 に 寄与す る と い わ れ て い る．近年 に 至 り，

シ イ タ ケ に は 抗 腫 瘍，抗 ウ イ ル ス
， 抗 コ レ ス テ ロ ール な ど

の 薬理 活 性 物質 ， さ ら に 食物繊 維 や 種 々 の 栄養素 ， ミネ ラ

ル，酵 素 な ど が 含 ま れ て い る こ とが 報告 さ れ．て い る
2・3），

我 々 も こ れ ま で に ， 干 し シ イ タ ケ を 主成 分 とす る SK −204

（湿 熱処 理 干 し シ イ タ ケ とフ ラ ク トオ リコ 糖 の 混合物）の 薬

理 作 用 に つ い て 検討 し，血圧 上昇抑制作用，脳 出血 抑 制作

用
4 ｝

お よ び 高脂 血 症 改 善 作用
5｝な ど循 環 器 系 疾 患 に 有 効 な

作 用 を有す る こ と を明 らか に した ．さ らに ， 前報
6〕に お い

て，ラ ッ トの 乳 酸誘 発 肺 血栓 に 対 し予 防 効果 を示 す こ と も

報 告 して い る．こ の よ うな こ とか ら，SK −204は 脳卒 中 に対

して も予 防作用 を有す るこ とが 推察 され る．脳 卒 中は 脳 血

管障害 の 総称 で，脳 出血，ク モ 膜下出血 お よび 脳梗塞な ど

を含む
7 ）．本邦 に お け る 脳 血管障害 の 発 症件数は 多 く．今後

高齢 化 が進 む こ と を考 え あ わ せ る と，よ り適 確 な 予 防，治

療 法 お よ び 臨 床 検 査 法 の 早急 な確 立 が 望 ま れ る．

　そ こ で 今 回 は，脳卒中に 対す る SK −204の 予 防効 果 の 有無

を明 らか に す る 目的 で ， 病 理 学的 に ヒ ト と極 め て 類 似 して

い る とさ れ る脳 卒中易 発 症高．げll圧 自然発 症 ラ ッ ト（Stroke一

Prone　Spontaneously　Hypertensive　Rat；SHRSP ）
8 ）
を用

い て ， 主 と して 血 小 板 な ど血 液凝 固 系因 子 に対す る影響 に

つ い て 検討した．

寞験材料 お よ び 方法

　 1． 供 試 飼 料

　 シ イ タ ケ の 中毒疹
9 ）

を予防す る た め に 干 しシ イ タ ケ （大

分県杵築市 （株） オ
ー

エ ス ケ イ製） を高圧 蒸 気 滅 菌器 で 湿

熱 処 理 し，乾 燥 した 後，粉 砕 お よ び 篩 過 して，シ イ タケ 粉

砕 物 を得 た．本 粉 砕 物 とフ ラ ク トオ リゴ 糖 を 7 ：3 の 割合 で

混 合 して SK −204を製 した．こ の よ うな混合物 と す る こ とに

よ っ て 賦形剤を添加す る こ とな く乾式造粒法 に よる顆粒化

が 可 能 で あ り，か っ 飛散性，か さ 密度お よ び 湿潤性 な どが

改善 さ れ
， 物性的向．Eが み られ た．本 SK −204を10％ の 割合

で SP 飼料粉末 （船僑農場） に 加 えた もの を SK 飼料 と し

た ．ま た 対照 飼料 と して は，SK −204に 多 く含 まれ る 繊 維 様

成 分 の 影 響 を考 慮 して，セ ル ロ
ース 粉 末 （ナ カ ラ イ テ ス ク）

を10％ の 割合 で SP 飼料粉 末 に混合し た もの を用 い た．

　 2． 実験 動 物 お よ び 飼 育

　 3週 齢 の 雄 性 SHRSP （SHRSP ／lzm ，　 SHR 等疾 患 モ デ

ル 共 同 研 究 会） 12匹 お よ び Wistar　Kyoto　Rat （WKY ／

（467）
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TAnL．Tt【．　E「fects　o 「SK．2040n 　Changes　in　Blo〔）d　Pressure　and 　Body 　Weight

Gro しlp

〔Diet）

Breeding　periods 　with 　contr 〔｝1　and 　SK −diet（“・eeks ）

　　　
．．
『
一

（Age ）　　（4）

WKY
〔C ‘）ntrc ）1　dieの
SIIRSP
（C〔｝ntr 〔｝1　diet＞
SllRSP

（SK 　diet）

Ti

（5）
3　 　　 　　 5

（7）　　　 （9）

71　

1
93　

1
0411

　　　　　　　　　　Blood　preSSure （mm 正lg）
85 ±．2　　　1〔｝6＋ 1　　　 117　1．l　　　 l28± 1　　　131± 1　　　工35ニヒ2　　　136± 1

83± 3　　　 131 ± 2a　　 175　14a 　　 214：ヒ3a　　 229 ± 2a　　 238 ± 3a　　 25ヱ
亠5a

84 ±．2　　　 t31ま．2a　　　170：ヒ2，，
　　 206：ヒ3ab　　223± 2ab　　243⊥5’1　　 249：ヒ4，，

B （）dy　wcight （g ）

WKY
（C 〔｝ntrol 　diet〕
SHRSP

（C 〔，ntr （，1　dict＞
SHRsP
（SK 　diet）

80．±：2　　　 114±2　　　175± 5　　　272：ヒ5　　　279：ヒ5　　　293± 5　　　309土 5

76± 2　　　王16± 4 　　　187± 5　　　252＋ 4　　　271± 气　　　285±5　　　294± 7

75⊥．1　　　 114d：2　　　187：ヒ5　　　247 土 5　　　265 ／tl： 6　　　286 ：ヒ8　　　290± 9

C ‘｝ntro 】di厩 ： 1〔1％ （：dlu ［og，　e，　SK　dieし： 1〔｝％ SK −2〔｝4，　Age ； weeks 〔｝ld．
a

／ノ＜ O．05fr〔，rn 　each 　value 　of　WKY ，　b
ヵ＜0、05　from　each 　value 　of　contrr ）l　diet　SIIRSP．

Mean ±S．E．，　 n ＝6．

Izm，　SIIR等疾患モ デ ル 共 同研 究会，　WKY ）6 匹 を 入 手 し，

ラ ボ MR ス トッ ク粉 末 （ニ ッ チ ク薬 品 工業 ）で 1週 間 の f

備飼育 を行 っ た． 4 週齢 に 達 しt：　SHRSP をill由 1お よ τざ体

亜の 平均値が 各群 聞 で ほ ぼ 等 し くな る よ うに L群 6 匹 ずつ

2 群 に 組 分 け し，そ の 後 10週 閲 に わ た ・．・て 対 照 飼 料 （対
’
照

群）お よ び SK 飼料 （SK 群 ）を 自 由に 摂取 させ た ．な お，

WKY 　6 匹 も10週間 に わ た っ て 対照飼料 を自由摂取 させ た

（WKY 鮮）．飼育王羃境 は 温 度 22 ± 1℃，湿 度60± 10％，明 暗

は 12時問 桐 期 （明 ：7− 19時 ）と し，3 匹毎 の 群 飼 育 を行 い ，

各群 と も飲水 は 1％食塩 水を自由 摂 取 させ た．こ れ らの ラ

ッ トは 毎 日体重 を測 定す る と と もに 症 状，特 に 脳 卒中の 指

標 と さ れ る 攻 撃性 や 過 敏 性 の 亢 進 な ど神 経 症 状
10 ｝を毎 H

観 察，記録 L た．ま た ， 神 経 症 状 を 発現 した ラ ッ トにつ い

て は 個別 ケ
ー

ジ に よ る飼育 に 切 り替えた．なお ，本実験 の

計画 お よ び 実施 に あ っ て は 総 理 府告示 「実験 動物 の 飼養及

び 保管に 関す る基準 1（1980）に 従って 行 7 た．

　3． 血 圧 測 定

　 ラ ッ トを35℃ の 加 温 箱中で 15分 間 加 温 した 後，ホ ル ダー一

に 固定 し室 温下 で カ フ パ ル ス セ ン サー一（ラ ッ ト，
マ ウ ス 用

非観 lfl［式 ff［L圧 測1定装 置 MK −10〔）0， 室町 機械 ）を川 い て 尾動

脈 収 縮 期 血圧 を測 定 し た．測 定 は 10時・．−15時の 間 に 実施 し．

安 静状 態 時 の lllL圧 を 3 回 測定 して そ の
’F均値 を 1血L圧 仙

（mmHg ） と した ．

　4 ． 採血 お よび血 液検査

　被 験 飼料 （対照 飼料 お よ び SK 飼料） の 摂取期間 （／0週

間 ）終 ゴ後，ネ ン ブ タ
ー

ル 麻酔
．
ド （40m 郵kg，　i．p．）で 腹部

人動脈 よりl！l腋 を採取 し，前報
6 〕と同 様 の 方 法 で 検 査 を実

施 した ．

　5． 臓器重 量の 測定 お よ び脳 の 病 理 的 観 察

　採 ］fll後，大脳 か ら小 脳 お よ び延 髄 部 ま で 含め た 脳，心臓

お よ び左 右 両 腎 臓 を摘 fHし，氷冷 した生理 食塩液 で 洗浄後，

湿 重 hi、を測 定 し ， 休 重 との 相 対重罐 （mg ／g） を求 め た．

脳 は湿 重 鼠 を測 定後 ， 外観 を観察 し直 ち に 10％中性 緩 衝 ホ

ル ム ア ル デ ヒ ド液 （ナ カ ラ イテ ス ク） に 浸漬，固定 した．

固 定 後，大 脳 頭 頂 葉 の 乳頭 体 の 位 置 を中心 と して 前後 に 等

間隔 に 5分 割 し，各分 割横断 面を 実体 顕 微鏡 （× 30） を用

い て，脳 卒中病変 （脳 出 亅fll， 脳 軟 化）の 有無 を観 察 し た．

　 6．統 計 処 理

　体 嚏，∬且圧 お よ び 血．液 検 査 値 は 平均 値 ± 標 準 誤差 で 示 し，

各群 間 の 有意差検 定 は ANOVA ．test（Bonferroni）に て 行

っ た．また，ラ ッ ト各群 の 異 常行動，異常神経症状 の 亢進

お よ び脳 出 jm．，脳 軟 化 の 発 症 状 況 に つ い て は ，各群 の 全被

験 ラ ッ ト数 に 対
’
す る症状 の 亢進 ラ ッ トまた は 脳出lf）1，脳軟

化 ラ ッ ト数 の 比 （症状 の 亢進 ラ ッ ト数／全 ラ ッ i・数，脳 1［tlllL

お よ び 脳 軟化 ラ ッ ト数 ／全 ラ ッ ト数 ）で 示 し，有意差 検 定 は

Fisher の 直接確率計算法
11 ｝に よ・丿た．

　な お ， 両 検 定 と も 5％未満の 危険率 の 場合 を有意差あり

と判 定 した．

結 果

　 1．摂食量，体重 お よ び 血 圧

　 1 個 体 当 りの 全 実 験 期 間 中 に お け る飼 料 摂 取 量 は 3群 と

もは ぱ 等 し く （WKY 群 ：1，113　g ， 対照 群 ：1，143　g，　 SK

群 ： LO92g），ま た 各群 の 体重平均値 も 3群間 に有意の 差

は 認 め られ なか っ た （TABLE 　I）．実 験 開始 時 の 血 圧 平均値

は 3群 問 に 有意 の 差 は 認 め られ な か っ た．しか し，被験 飼

料 お よ び 食塩水摂取 1 週以後 （5 週齢） に は SIIRSP の 血

！＋ は 2 群 と も WKY 群 に 比 べ て イ】

’
意 に L昇 して い た．ま

た，SK 群 の ll［圧 は 対照 群 に 比 べ て，被 験 飼 料 摂 取 5週 （9

週齢） か ら 7 週 （11週 齢） の 期 間 中 ， そ の 差 は極 め て 小 さ

（468）
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［L
、
ABLE 　II．Effects　of 　SK −2040n 　Platelet　Number ，　Pr〔｝thrombin

T 三mc 　and 　Fibrinogen　Level

Group
〔Diet）

　 Platelet　　　 Prothrombin　time　　Fibrinogen

（× 1。，00。！mrn31 　 　 ！s）　 　 〔mg 〆dl）

WKY
（Contro］dieの
SHRSP
（Control　diet）
SHRSP
（SK　diet＞

6（），7±1．9

22．9±2，6a

31．0土 3．2ab

13．7±0．4

13．3± 0，4

13．1土 0，5

197± 20

188生 ll

ユ87±12

Control　diet：10％ cellulese ，　SK　diet ： 10％ SK −204．
ap ＜ 0，05　frorn　each 　value 　of　WKY ，　b

　p＜ 0，05　from　each

value 　 of 　 control 　diet　SHRSP ．
Mean ± SE ，，　 n ； 6．

い もの の 有意 に低 い 値 を示 した （TA 脱 E 工）．

　 2． 脳 ，心 臓 お よ び 腎臓 重 量

　実験終 了時 に お け る脳 お よ び 腎 臓 の 相 対 重 舅：は 3群 の 間

で 有意差 は 認 め られ なか っ たが，心 臓 に つ い て は SHRSP

の 2群 は WKY 群 に 比 べ て 有意 な 増 加 を示 し た．な お，

SK 群 と 対照 群 と の 間 に は 有意 な 差は 認 め られ なか っ た．

　 3． 血 液検査結果

　実 験 終 了時 に お い て ，SHRSP の 2 群 の 血 小 板 数 は

WKY 群 に 対 して 有意に 減 少 して い た．しか し，　 SK 群 に お

け る 血小 板数 の 減 少 は対照群 に 比 べ 軽度 で あ っ た ．また，

プ ロ トロ ン ビ ン 時間お よ び フ ィ ブ リ ノ
．一

ゲ ン 値 に つ い て は

3群 の 問 に 有 意 差 は み られ な か っ た （TABLE　II）．

　4。 ラ ッ トの 行 動 お よ び症 状

　対照 群 は被 験 飼 料 摂 取 第 10週 後半に お い て，立 毛，攻撃

性，過 敏性，自発 運 動 の 抑 制 ，歩 行 時 の 傾 斜 等 の 症 状，行

動異常 が 約半数 の 個体 に 観察 され た が SK 群 に は 殆 ど観 察

さ れ なか っ た （TABLE　III）．

　5．　 ラ ッ ト脳の 肉眼的，病 理 的所 見

　脳 剖検時 お よび ホ ル マ リ ン 固定脳 の 外観観察 で は， 3群

と も大 きな 異常 は認 め られ な か っ た．さ らに，脳 の 分割横

断 面 を実体 顕 微 鏡 に よ っ て 観 察 し た 結果，対照 群 に お い て

脳 出 血 に 由 来す る と考 え られ る 著明 な 痕跡が 6例中 2 例 に

認 め られ，他 の 4例 に 軽 度 な痕 跡 が 観 察 され た。また，SK

群 に は 6例中 2例 に 軽度 な痕 跡 が 認 め られ た が ， WKY 群

に は その ような痕跡 は観察 され なか っ た．な お， 3群 の い

ず れ．の ラ ッ ト に お い て も脳 軟 化 は 確 認 さ れ な か っ た

（TABLE　III）．

考察お よび 結論

　我々 は ， すで に SK −204の 乳酸誘発肺l！【L栓 に 対す る作用 を

ラ ッ トを用 い て検 討 し ， 10％ SK・204の 艮期投与に よ り肺 血

栓形成 が抑制 され る こ と を報 告 し た
6 〕．SK ・204に こ の よ う

な 薬理 作用 が 認 め られ た ため，さ らに 脳 出血 と脳 梗塞 が 両

方発症す る脳 卒中モ デ ル ラ ッ トSHRSP を用 い て，脳 卒中

に 対す る SK −204の 作用 を検討 した．

　本実験 に お い て は，対照 群 （SHRSP ）の 血．小 板数 は WKY

群 に 比 べ 40％以下 に 激減した が プ ロ トロ ン ビン 時間お よ び

フ ィ ブ リノ
ーゲ ン 値 は，WKY 群 と ほ ば 同等値 で あ っ た ．

SHRSP の 基 本病 変 は 脳 動脈，特 に 穿通枝動脈 の 壊死 で あ

り，こ れ が 破 綻 すれ ば 脳 肥血 と な るか ，！fiLitを伴 っ て 脳 梗

塞 を発 症 す る とい わ れ て い る
S）．本実 験 の 対照群 ラ ッ トに

お い て は，脳 出 血 の 程 度 が 軽 度 の 個 体 が 多い こ と か ら，激

滅 し た 多量 の 1血．小 板 は 脳 出 血 に伴 う一．・次 止 血 の 他，病理 的

に 明確 に観察 さ れ な か っ た
一

次 血 栓 恤 小 板 血i栓 ）の 形 成

すな わ ち，仟【L管壁 の 損傷に 伴 っ て消 費 され た可 能 作 が 推 定

さ れ る．ま た
， 軟化巣が 明 確 に 認め られ なか っ た 要閃 と し

て，形成 1in．thが 微細で あ り，形 成範 囲 も広 範で は なか ・
っ た

た め ，著 しい 循環不全に 至 らず，脳 梗 塞，脳 軟 化 が 顕 著 に

形 成 され なか っ た の で は な い か と推察 さ れ る．な お ，病理

標 本 に お い て は 重 篤な 出 」血．，脳 浮 腫 に 伴 う脳 重 量の 増 加 も

観察 され ず，さ らに 実 験 終 了時に お け る体 重 減 少 や 神経 的

異 常 症 状 な ど も他 の 報 告
ID ｝と比 較 し て 軽 度 で あ っ た こ と

を考 え あわせ る と対 照 群 の 脳卒中の 程 度 は 軽 症 と評 価 され

る．ま た，血 液凝 固 系因子 に つ い て は 有意 な低下 が 認 め ら

れ なか っ た．す な わ ち ，小板tiLitの 生成 （第
一

相 ）の み で

凝固 カ ス ケ
ー一

ドの 活性化 （第二 相） は 認め られ ず，本対照

TAIsLE　III．　Effects　of　SK−2040n 　Behavior　and 　Intracerebral　Bteeding

Group
（Diet）

Behavior Pathological　observation

Abnormali 　 　 Normal 　　 Ratio3　 　 Abnorma12　 　 NormaI 　 　 Ratios

WKY

（Control　diet＞
SHRSP

（Control　diet）
SHRSP

（SK 　diet）

0

4

o

6

2

6

0／6

4〆6a

0〆6b

0

6

2

6

o6

0／6

6〆6a

2／6b

Control　diet： 10％ cellulose ，　SK ・diet： IO％ SK −204．
TNumber

　of　aggressive 　andfor 　nervous 　rats ．
2Nurnber

　of　rats 　that　observed 　intracerebral　bleeding．
3Nurnber

　of　abnormal 　rats ／number 　of　tested　rats ．
’ip

く0．〔］5　from　each 　vaiue 　of 　WKY ，　b
　p＜ 0．05　from　each 　value 　of 　c （》ntrol 　d｛et　of　SHRSP ．

Fisher’s　exact 　 method ．
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群に 発症 した 脳 卒中 は 究症 初 期 の もの と Y
， え られ る．

　一方，SK 群 は 脳 内に 1＋度 な 出［佃．の 叛 跡 が 6例中 2例 に

み ら れ た の み で あ り，．fin小 板 叛 は 対 照 群 よ り有意 に 多か っ

た．こ の 埋 山 と し て は， 1） SK −204が 骨髄 幹 緇 胞 か ら MT．小

板 へ の 分 化〆垢殖 に 対 し促進的 に 撚用
．
1
．
る 可能性 が 考え ら

れ，ま た 2 ）SK −204が l！ll．小板凝集倉旨に 対
．
し抑 制的 に 作 ♪IIす

る可 能件 も 考
』
え ら れ る．丸際，干 し シ イ タケ 水 抽 出 液 中 に

は guanorine −5
ノーmo11 （）phosphate また は そ の 類 似 物 か 看在

し，血．小板凝 集を特
m

的 に 抑 制す る とい う こ とが 報 告 され

て い る
12 〕．さ ら iこ ，3 ｝ SHRSP の 月r　l出 」fli．・脳1梗実 の 1巧（因 が

脳 動 脈 特 に 穿通枝 動 脈 の 壊 死 ・破 紅 で あ る こ ど 〕を考 え併

せ る と，SK −204の 作用 機作 と して 脳 動脈壊死に 対す る 抑 制

作 用 も 杉え られ，結 果 的 に 血．小 板の 拍 費力S 抑制 さ れ る と い

う 司肴旨
・1生 も推察され る．

　高 lftlJiグ）SI．IRSP は 1［lrllを下げ る こ と に よ り，脳 循 娠 」自1．

流 彑 が ［ト fケに 囲復 L．，脳 r・中の 発 痴 亨｛か 低
．
卜
’
す る とい わ れ

て い る
1 ）．実際 に ，SK −204に は 降圧 作用 の あ る こ とガ 眼 凵

』

さ れ て お り焦 本実 験 に お い て も，弱 い な が ら も哨意 な 隆圧

効果を観 察 して い る．と こ ろで，SK．204の 構成成分で あ る

フ ラ ク トオ リコ 糖 は，ヒ トの 9［L圧 を低 トさせ
， 多

一
摂取 で

ラ ッ トの 体 重X・　tfu目 中 トリ グ リセ ラ イ ド μ を低 下 す る こ と

力 戴告 され て い る
14・［E／）．本 芙験 に お け る フ ラ ク トオ リ ゴ 糖

の 投 ∫
ゴ 温 は 少 な く，ま た フ ラ ク トオ リ ゴ 糖 力 消 化吸 収 さ れ

に くい 糖 で あ る こ と も報告
耻6｝され て い る が ，SK −204の 角用

に フ ラ ク トオ リゴ糖 ガ 亅
tJ”
す る とい う 可能性 も嗇 定 で き な

い ．さ らに ，特定 の タ ン パ ク質，ア ミ ノ 酸， ミ ネ ラ ル な ど

が ，降圧 作用 を小 さ な い 不 度の 投 与
’
tt で 脳卒中 の チ防幼 果

を示 す こ とが 報告 さ れ て い るが
1 η ，こ の よ うな 物贊が シ イ

タ ケ 中 に も存 在 す る こ とか 認 め られ て い る
2・tD．従 っ て ，

SK −204の 有訪 成 分 の 解析 は 今 後検 1
』
す べ き 重 要 な 課 廻 で

あ る と思わ れ る．

　以 Lの 糸il果 を総
．
合的に 考察す る と，　 SK −204は 軽 症 の 脳 卒

寸に 対 1、抑 制 （予 防 ） 角川 を有 す る こ とが示 唆 され た．本

実験 の 脳．t二中は 発症 初 期の 段 階 と考 え ら れ るが ， ！flL中 1fJL小

板 数 の 減 少 が 顕 著 で あ る こ とか ら，脳 ff；中の 早期 参断に 血1、

中血 小 板 数 の 臨 床 検 査 力 有 用 で あ る と考
．
え られ る．丈際 に

Okuma ら
1”）は SHRSP に お い て 1血 小板 の 消費 が 増加 し，

その ゐ命力 瓩縮 して い る こ と を見 い だ し，血．小板が 且i挫 中

の 発 症 の 1ワ知 ・疹 断に 有月1で あ る 可 能
’IVIを示 唆 して い る．

ま た 最近，Tolnitaら 111〕及 び lkeda ら
20 ）は SHRSP の 血．小

板機能が 変化 して い る こ と を報 冂 して い る．

　近 年，脳卒中 は 軒 加 化 して い る との 報 ゴ
2η

が あ る が ，

SK −2e4は こ の よ うな IE症 脳 卒中 に 対 し有効 で あ る か も し

れ な い ．また脳 filの ［
1
⊥期診断 に i！ail　 ifTl．小板数 もし くは機

能 の 臨休 検 査 力 有用 との 示唆 は 冶 屆 義 で あ る と考 え られ る。
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